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22
・
８
㌫
、
子
育
て
支
援
金

や
児
童
手
当
、
高
齢
者
の

見
守
り
な
ど
の
民
生
費
が

約
6
億
５
９
４
７
万
円
で
約

19
・
６
㌫
と
続
き
、
衛
生
費

が
約
5
億
６
６
８
７
万
円
で

約
16
・
９
㌫
と
い
う
順
で
す
。

　

な
お
、
町
債
の
返
済
金
で

あ
る
公
債
費
は
約
5
億
３
５

９
８
万
円
で
、
平
成
27
年
度

は
前
年
度
に
引
き
続
き
、
震

災
関
連
で
借
り
入
れ
た
県
貸

付
金
を
繰
り
上
げ
て
返
済
し

て
お
り
、
今
後
減
少
し
て
い

く
見
込
み
で
す
。

【
総
務
課
】

　

町
内
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

設
置
を
推
進
す
る
補
助
金

交
付
事
業
を
行
い
、
平
成
27

年
度
は
１
６
６
基
を
設
置
。

夜
間
も
安
心
安
全
で
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
も
貢
献
す
る

外
灯
の
設
置
が
広
が
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る

活
動
拠
点
や
、
町
消
防
団
の

幹
部
会
、
団
員
の
意
見
交
換

の
場
と
し
て
活
用
す
る
た

め
、
黒
坂
消
防
車
庫
の
設
備

工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
企
画
政
策
課
】

　

町
内
に
点
在
す
る
空
き
家

の
利
活
用
を
図
る
た
め
、
空

き
家
調
査
員
を
雇
用
し
、
調

査
を
行
っ
た
ほ
か
、
移
住
者

向
け
に
空
き
家
改
修
費
用
や

家
財
道
具
処
分
費
用
の
補
助

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
加
え

て
、
新
た
に
Ｕ
タ
ー
ン
者
、

町
内
在
住
の
若
年
世
帯
の
住

宅
整
備
へ
の
補
助
を
行
い
、

移
住
定
住
し
や
す
い
環
境
を

整
え
ま
し
た
。

　

地
域
が
元
気
に
な
る
よ
う

な
取
り
組
み
に
対
し
、
日
野

町
地
域
活
動
支
援
交
付
金
を

交
付
し
、
自
治
会
や
住
民
、

グ
ル
ー
プ
な
ど
14
団
体
の
活

動
に
役
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
営
バ
ス
の
老
朽

化
に
伴
い
、
新
し
く
大
型
ワ

ゴ
ン
車
と
小
型
バ
ス
を
購

入
。
通
勤
や
通
学
、
通
院
、

買
い
物
な
ど
安
心
安
全
な

生
活
交
通
の
確
保
を
図
り

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
電
源
立
地
地

域
対
策
交
付
金
を
活
用
し
、

町
文
化
セ
ン
タ
ー
と
日
野

町
交
流
セ
ン
タ
ー
「
リ
バ
ー

サ
イ
ド
ひ
の
」
の
施
設
内
の

照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
を

行
い
、
利
用
者
が
快
適
に

安
心
し
て
施
設
を
利
用
で

き
る
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

【
健
康
福
祉
課
】　

　

高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
が
で
き
る

よ
う
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

の
連
携
を
図
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
面
か
ら
支
え
ま
し
た
。

　

高
齢
化
に
伴
う
地
域
健

康
課
題
な
ど
の
調
査
研
究

や
健
康
意
識
の
向
上
に
向

け
た
啓
発
、
研
修
会
な
ど
の

事
業
を
鳥
取
大
学
医
学
部

地
域
医
療
学
講
座
へ
委
託
。

同
大
学
や
日
野
病
院
、
町
内

の
介
護
施
設
な
ど
と
連
携

し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
構
築
の
取
り
組
み
を
進

め
ま
し
た
。

【
住
民
課
】

　

平
成
27
年
10
月
か
ら
始

ま
っ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
導
入
に
向
け
た
準
備
や

通
知
カ
ー
ド
の
送
付
、
番
号

カ
ー
ド
の
受
理
や
交
付
な

ど
、
制
度
の
ス
ム
ー
ズ
な
導

入
や
円
滑
な
運
用
を
推
進

し
ま
し
た
。

【
建
設
水
道
課
】

　

町
外
か
ら
転
入
す
る
移

住
者
の
受
け
入
れ
環
境
の
整

備
と
し
て
、
根
雨
地
区
に
単

身
も
し
く
は
少
人
数
世
帯
を

対
象
と
し
た
若
者
向
け
住
宅

を
、
野
田
地
区
に
は
世
帯
向

け
住
宅
を
建
設
。
子
ど
も
の

い
る
世
帯
や
若
者
を
呼
び
込

む
こ
と
で
、
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
地
域
の
活
性
化

を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
の
橋
り
ょ
う

長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基

づ
き
、
福
長
橋
の
修
繕
を

行
っ
た
ほ
か
、
し
尿
処
理
施

設
「
清
化
園
」
の
老
朽
化
に

伴
い
、
新
た
に
汚
泥
再
生
処

理
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る

た
め
、
三
町
衛
生
施
設
組
合

へ
負
担
金
を
支
出
し
ま
し

た
。

【
産
業
振
興
課
】

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
事
業
と
し
て
、
協
定
を
締

結
し
た
34
集
落
に
対
し
て
交

付
金
を
支
出
し
、
農
地
の
維

持
保
全
や
多
面
的
機
能
の
推

進
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被

害
か
ら
守
る
た
め
、
電
気
柵

購
入
費
に
補
助
を
行
い
、
被

害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
27
年
度
の

新に
い
な
め
さ
い

嘗
祭
献
穀
事
業
に
関
す

る
各
行
事
へ
の
支
援
を
行

い
、
無
事
に
献
穀
米
を
献
上

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
教
育
委
員
会
】

　

町
内
の
小
学
校
各
教
室

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
や

プ
ー
ル
の
修
繕
な
ど
を
行

い
、
学
習
環
境
や
安
心
な
学

校
生
活
を
送
れ
る
環
境
を

整
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
図
書
館
と
町
文

化
セ
ン
タ
ー
の
開
館
20
周

年
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
町
民

の
文
化
的
意
識
の
醸
成
と

文
化
振
興
を
図
り
ま
し
た
。

の家計簿平成 27 年度
一般会計決算 まち

町では昨年度、保健・医療・福祉の連携や子育て支援、移住定住対策など、日野町版地方創生の実
現へ向け、町の特色を生かした活力あるまちづくりに、約３３億６２１２万円を支出しました。
まちがどのようにお金を使い、どのように生かされたのかお知らせします。

一般会計歳入総額　３５億２２６７万円平成 27年度は
１億５，０４７万円の黒字に

その他①：分担金および負担金、使用料および手
数料、財産収入、寄附金、繰越金

その他②：地方譲与税、利子割交付金、配当割交
付金、地方消費税交付金、株式等譲渡所
得割交付金、自動車取得税交付金、地方
特例交付金、交通安全対策特別交付金

▶依存財源 国や県から定められた額が交付された
り、割り当てられたりして得られる収入

▶自主財源 町自らの手で得られる収入

依存財源
28億 85万円
79.5％

自主財源　
7億 2182万円
20.5％

３億6151万円
町税 10.3％

繰入金
4699 万円

1.3％

地方交付税
19億 8773 万円

56.4％

諸収入
2892 万円

0.8％

県支出金
2億 3281万円

6.6％

国庫支出金
2億1401万円

6.1％

2億 5550万円
町債 7.3％

その他①
2億 8440万円

8.1％

その他②
1億1080万円

3.1％

歳入

一般会計歳出総額　３３億６２１２万円

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計

の
歳
入
総
額
は
、
前
年
度

と
比
べ
約
10
・
１
㌫
増
の
約

35
億
２
２
６
７
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
町
税
な
ど
の
自
主

財
源
が
約
7
億
２
１
８
２
万

円
（
前
年
度
比
約
11
・
３
㌫

増
）
で
全
体
の
約
20
・
5
㌫
、

地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存
財

源
が
約
28
億
85
万
円
（
前
年

度
比
約
９
・
７
㌫
増
）
で
全

体
の
約
79
・
5
㌫
で
し
た
。

　

歳
入
全
体
に
占
め
る
割
合

で
み
る
と
、
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
地
方
交
付
税
が
総
額
約

19
億
８
７
７
３
万
円
で
歳
入

の
約
56
・
4
㌫
と
大
き
な
割

合
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
町
民
の
皆
さ

ん
か
ら
納
付
い
た
だ
い
た
町

民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
な
ど
の
町
税
が

約
3
億
６
１
５
１
万
円
で

約
10
・
３
㌫
、
町
債
が
約

2
億
５
５
５
０
万
円
で
約
７
・

３
㌫
、
県
支
出
金
が
２
億
３
２

８
１
万
円
で
約
６・６
㌫
と
続

き
ま
す
。

　

な
お
、
自
主
財
源
は
前
年

度
と
比
べ
約
11
㌫
増
加
、
地

方
交
付
税
も
約
2
・
7
㌫
と

微
増
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
決
算
で
は
、

歳
入
総
額
が
増
加
し
ま
し

た
が
、
地
方
創
生
の
補
助
金

や
町
債
発
行
が
主
な
も
の

で
あ
り
、
地
方
交
付
税
な
ど

の
依
存
財
源
に
頼
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
、
依
然
厳
し

い
状
況
に
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
。
限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
日
野
町
の
特
色
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
予
算
は
、
平

成
26
年
度
地
方
創
生
分
補

正
予
算
を
繰
り
越
し
一
体

的
に
運
営
、
日
野
町
に
お
け

る
地
方
創
生
の
実
現
を
目

指
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

一
般
会
計
の
歳
出
総
額
は
、

前
年
度
と
比
べ
約
12
・
６
㌫

増
の
約
33
億
６
２
１
２
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
全
体
に
占
め
る
割
合

で
み
る
と
、
庁
舎
管
理
や
防

災
、
選
挙
、
移
住
定
住
・
空

き
家
対
策
、
地
方
創
生
関

連
事
業
な
ど
の
総
務
費
が

約
7
億
６
７
４
２
万
円
で
約

今
後
も
厳
し
い
見
通
し

一
般
会
計《
歳
入
》

適
正
な
歳
出
を
徹
底

一
般
会
計《
歳
出
》

平
成
27
年
度
の

主
な
事
業

健康講座などを開き、健康意識
の向上を図りました

新たに2棟を建設中の世帯向け
定住住宅（野田）

☑
次
ペ
ー
ジ
で
は
、
地
方
創
生
関
連
と
し
て
取
り
組
ん
だ
主
な
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

農林水産業費
2億 1610 万円

6.5％

民生費
6億 5947 万円

19.6％

総務費
7億 6742 万円

22.8％

公債費
5億 3598 万円

15.9％

衛生費
5億 6687 万円

16.9％

教育費
3億 285 万円

9.0％

土木費
2億 1603 万円

6.4％

議会費
6900 万円

2.1％

消防費
2160 万円

0.6％

商工費
680 万円

0.2％

歳出


